
 

平成 23 年９月８日        

大阪府立たまがわ高等支援学校 

校長室発 

         ＮＯ．５ 

校長室からの情報発信を始めるにあたり、いろいろとネーミングを考えていましたが、校歌の２番の一節 

「♪たまがわの風にのせて伝えよう♪」から引用し「たまがわの風」としました。 

 

 

  「たまがわ高等支援学校」が、開校以来目指し実践してきた教育を今改めて検証することにより 

  「これからのたまがわ高等支援学校」が進むべき道を探る重要な時期を迎えていると思います。 

 ①学科選択について  

   ◎たまがわ高等支援学校の学科と高等学校等の学科の違いは？ 

◎キャリア教育 と 職業教育のちがいは？ 

 

○本校の３学科６分野は、職業教育（卒後その専門的知識技能を生かせて進路選択を行う）ではなく 

 卒業後「就労による社会参加」を実現するための就労スキルを身につけるためのキャリア教育の 

 ツールである 

 

    ◎得意な分野を伸ばす           ◎不得意な分野を克服する 

 

 

 個別の教育支援計画             キャリア教育 と 自立活動  

             個別の指導計画 

   

    ねがい  評価  適性 

  個別の課題  実態              就労による社会的自立 

           

 

        たまがわ高等支援学校を目指した知的障がいのある生徒と保護者の目標 

                      

                      

                  大阪府立たまがわ高等支援学校の目標 

  

  ○たまがわ高等支援学校の教育は、３学科６分野のキャリア教育のためのツールを活用して 

   生徒ひとり一人の実態把握を行い、「個別の教育支援計画」に基づいた「個別の指導計画」 

   を立案し、支援教育の観点を持ったキャリア教育を行うことにより『就労による社会的自 

立』を目指す教育である。 

 

 



②進路のシステムについて 

 

     

  知的障がいのある生徒の             選抜の実施（約２倍）     １期２期３期 

就労を通じた社会的自立を目指す学校       （チャレンジ精神）      ８０％超の就労 

 

  ＊低迷してきた大阪の雇用率                 

  ＊支援学校卒業生の就労率の低迷        ◎開校以来下がることのない 

                          倍率（約２倍） 

                         ◎教職員一丸となった職場開拓 

   本人・保護者の希望が無い！          による実習先の確保 

実習先が無い！就労先が無い！        ◎キャリア教育の徹底 

   企業の理解が無い！             ◎関係事業の活用 

 

    

学校にいる間ぐらいは楽しく・・      チャレンジなし        就労にむいてない 

   就労だけが進路ではない・・・       システムなし         就労の力がない 

 

   ○これまでいろいろな条件のもと、なかなか数字が上がってこなかった、知的障がいのある生徒の 

    就労による社会参加の可能性にチャレンジするため、選抜を実施するという高いハードルを越えて 

    開校したやまがわ高等支援学校は、ないない尽くしの状況を打破するために 

 

◎教職員一丸となった職場開拓による実習先の確保 

◎キャリア教育の徹底     ◎関係事業の活用  を軸に生徒・保護者の強いニーヅを 

チャレンジ精神のエネルギーに変えることにより、成果を上げてきた。 

     

   ○「これからのたまがわ高等支援学校」が目指すべき方向は、この５年間のゆるぎない教育信念と 

     実績を基礎とし、次代のニーヅに機敏に反応し進化する機能的集団となる必要がある。 


